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一
般
社
団
法
人
日
本
医

療
経
営
実
践
協
会（
代
表

理
事
吉
原
健
二
・
厚
生
年

金
事
業
振
興
団
顧
問
）は
、

６
月
５
日（
日
）に
東
京
、

大
阪
、
福
岡
、
金
沢
、
札

幌
な
ど
全
国
７
会
場
で
、

第
１
回「
医
療
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
を
実

施
し
た
。

し
、32
人
が
合
格
し
た（
合

格
率
17
％
：
第
１
・
第
２

両
分
野
合
格
が
要
件
）。

●
合
格
者
の
種
別
構
成

〔
分
野
別
構
成
〕

第
１
分
野
の
み
合
格
44

人（
23
・
４
％
）、
第
２
分

野
の
み
合
格
８
人（
４
・

３
％
）。

〔
３
級
合
格
取
得
別
構
成
〕

３
級
取
得
者
で
は
、
第

１
分
野
の
み
合
格
42
人

（
25
・
４
％
）、
第
２
分
野

の
み
合
格
８
人（
４
・

８
％
）。

３
級
未
取
得
者
で
は
、

「
３
級
相
当
問
題
」基
準
到

達
者
９
人（
到
達
率
39
・

１
％
）。
第
１
分
野
の
み

合
格
２
人（
８
・
７
％
）、

第
２
分
野
の
み
合
格
０

人
。

〔
年
齢
別
構
成
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
30

歳
以
上
39
歳
以
下
が
73
人

（
38
・
８
％
）で
最
多
。

両
分
野
合
格
者
で
は
、

29
歳
以
下
０
人
、
30
歳
以

上
39
歳
以
下
で
12
人

（
37
・
５
％
）、
40
歳
以
上

東京会場(エッサム神田ホール４
階)での試験前の様子。当会場で
は56人が受験した。
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医療経営士 サブテキストシリーズ①

医療経営データ集2011
数値で理解する医療・介護業界の最新動向

好評
発売中！

◎日本医療企画の最新刊

目 

次

（1）年齢別構成

◆第1・第2分野受験者の構成

（2）男女別構成 （3）職業別構成 （4）都道府県別構成
（上位5都府県／受験者の届け出住所地）

～29歳以下50歳以上
～59歳以下

60歳以上

21人
（11.2％）

30歳以上
～39歳以下
73人（38.8％）

  7人（3.7％）

32人（17.0％）

40歳以上
～49歳以下
55人（29.3％）

男性
161人（85.6％）

女性
27人（14.4％）

その他
 43人（22.9％）

大学・短大生
3人（1.6％）

医療関連企業勤務者
68人（36.2％）

病医院勤務者
74人（39.4％）

東京都
65人（34.6％）

埼玉県
10人（5.3％）

神奈川県
15人（8.0％）

福岡県
23人（12.2％）

大阪府 
9人（4.8％）

その他 計 
66人（35.1％）

◆第1回「医療経営士２級」資格認定試験　結果概要
①「医療経営士３級」合格証番号取得者 ②「医療経営士３級」合格証番号未取得者

第１・２分野合計 第1分野 第２分野 ３級相当分野

（１）受験申込者数 199人 199人 199人 （１）受験申込者数 29人

（２）受験者数 188人 188人 188人 （２）受験者数 23人

（３）合格者数 32人 76人 40人 （３）基準到達者数 9人

（４）合格率（％） 17.0％  40.4％  21.3％  （４）到達率（％） 39.1％

※「３級」合格証番号未取得で「２級」資格試験を受けた者（３級相当分野および２級資格認定試験を受験）を含む。
※試験概要については表を参照。

表　医療経営士2級」「医療経営士3級」資格認定試験概要

等級 受験
資格

認定試験の
目的

試験形式・
試験時間

受験料金
（税込） 試験科目

2級

多肢選択
（択一・択複）

マークシート記入
第1分野：50問
第2分野：50問

（160分）

15,000円

受験資格①②のいずれも下記の［第1分野］［第
2分野］を受験しなければならない。

［第1分野］
テーマ①医療経営概論
テーマ②経営理念・ビジョン／経営戦略
テーマ③医療マーケティングと地域医療
テーマ④医療ITシステム
テーマ⑤組織管理／組織改革
テーマ⑥人的資源管理
テーマ⑦事務管理／物品管理 
テーマ⑧財務会計
テーマ⑨資金調達
テーマ⑩医療法務

［第2分野］
テーマ①診療報酬制度
テーマ②広報・広告／ブランディング
テーマ③部門別管理
テーマ④医療・介護の連携
テーマ⑤経営手法の進化と多様化
テーマ⑥創造するリーダーシップとチーム医療
テーマ⑦業務改革
テーマ⑧チーム力と現場力
テーマ⑨医療サービスの多様化と実践
※ 受験資格②については、［第1分野］［第2分

野］に、3級相当分野が加わる。

多肢選択
（択一・択複）

マークシート記入
第1分野：50問
第2分野：50問

＋3級相当：30問
（160分＋40分）

20,000円

［備考］
受験資格①②のいずれにおいても、第1分野、第2分野の両方の合格をもって医療経営士2級とするが、いずれか
一方の分野のみ合格の場合、その権利は判定より2年間有効。
受験資格②において、3級相当分野の得点が一定基準に満たない場合、第1分野、第2分野の採点を行わない。

3級

多肢選択
（択一・択複）

マークシート記入
50問

（80分）

8,400円

［医療サービス分野・基礎］
医療人としての基礎知識
・医療界、医療機関の構造
・医療関連産業論
［医療サービス分野・総合］
医療史
・ 医療法規・医療行政史／医療経営史／診療科目
・医療技術の進化の歴史
医療法規・医療行政の基礎知識
医療サービス概論
・患者サービス論
医療人としての倫理
・生命倫理／医療倫理

※「医療経営士2級」「医療経営士3級」いずれにおいても、合格後、資格認定登録にあたって一定の要件があります。
※「医療経営士」資格は、資格取得者の実践能力の研鑽と知識向上のために一定期間ごとに資格を更新する制度を設ける予定です。

②
3
級
合
格
証
番
号
未
取
得
者

①
3
級
合
格
証
番
号
取
得
者

(

年
齢
、
学
歴
、
国
籍
等
の
制
約
は
な
く
、
誰

で
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る)

医
療
経
営
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
分
析
力
・

実
践
力
等
に
つ
き
、「
医
療
経
営
士
2
級（
中
級
）」像
に
鑑
み
、そ
の
習
得
・
到
達

度
を
測
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

医
療
お
よ
び
医
療
経
営
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
倫
理
／
モ
ラ
ル
に
つ
き
、「
医
療
経
営
士

3
級
（
初
級
）」
像
に
鑑
み
、
そ
の
習
得
・
到

達
度
を
測
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

49
歳
以
下
13
人（
40
・

６
％
）、
50
歳
以
上
59
歳

以
下
７
人（
21
・
９
％
）。

〔
男
女
別
構
成
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
男

性
１
６
１
人（
85
・
６
％
）、

女
性
27
人（
14
・
４
％
）。

両
分
野
合
格
者
で
は
、

男
性
28
人（
87
・
５
％
）、

女
性
４
人（
12
・
５
％
）。

〔
職
業
別
構
成
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
病

医
院
勤
務
者
が
74
人

（
39
・
４
％
）で
最
多
。

両
分
野
合
格
者
で
は
病

医
院
勤
務
者
14
人（
43
・

８
％
）、
医
療
関
連
企
業

勤
務
者
８
人（
25
・
０
％
）、

大
学
生
・
短
大
０
人
、
そ

の
他（
個
人
等
）
10
人

（
31
・
３
％
）。

〔
都
道
府
県
別
構
成
〕

受
験
者
全
体
で
は
、
東

京
都
65
人
で
最
多（
34
・

６
％
）。

両
分
野
合
格
者
で
は
、

東
京
都
13
人（
40
・
６
％
）、

神
奈
川
県
４
人（
12
・

５
％
）、
埼
玉
県
３
人

（
９
・
４
％
）、
長
野
県
・

岐
阜
県
・
兵
庫
県
で
そ
れ

ぞ
れ
２
人（
０
・
６
％
）。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い

て
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（www.jm
m

pa.jp/

）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

第1章　医療を取り巻く環境の現状分析　施設動向、経営動向
第2章　 病院経営に関する現状分析　運営費動向、医師・看護

師の確保、DPC、医療機器の保有状況など

第3章　 病院経営に関するトピックス　病院経営改善の取組事例、
今後の患者数推移、地域医療連携の状況、救急医療の
状況、介護関連サービスの動向、社会医療法人など

受
験
申
込
合
計
１
９
９

人
の
う
ち
１
８
８
人
が
受

験（
受
験
率
94
・
５
％
）
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全国７会場
188人が受験

第
１
回「
医
療
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験
、３
２
人
が
合
格

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会︵
代
表
理
事 

吉
原
健
二
・
厚
生
年
金
事
業
振
興
団
顧
問
︶は
６
月
５
日
、第
１
回﹁
医
療
経
営
士
２
級
﹂資
格
認
定
試
験
を
実
施
。
全
国
７
会
場
で
１
８
８
名
が
受
験
、32
人
が
合
格
し
た
。

Do n
ot 

pri
nt.
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第
２
回﹁
医
療
経
営
士
３
級
﹂資
格
認
定
試
験
の
追
試
験︵
震
災
に
よ
り
受
験
で
き
な
か
っ
た
方
が
対
象
。受
験
者
31
人
︶が
４
月
24
日︵
日
︶に
実
施
さ

れ
た
。合
格
者
24
名
の
う
ち
、総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院︵
千
葉
県
旭
市
、９
８
６
床
︶で
精
神
科
医
と
し
て
診
療
に
携
わ
り
、ま
た
千
葉
県
旭
市
市

議
会
議
員
と
し
て
公
立
病
院
の
経
営
支
援
等
に
携
わ
っ
て
い
る
大
塚
祐
司
氏
に
話
を
聞
い
た
。

Interv
iew

インタビュー

「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
合
格
者
に
聞
く
！

第
３
回

一般社団法人日本医療経営実践協会　主催

「医療経営士」資格認定試験日のご案内

試験日 認定試験

2011年10月30日（日）
【第4回】医療経営士３級

【第2回】医療経営士2級

2012年2月5日（日） 【第5回】医療経営士3級

Yuji O
utuka

大
塚
祐
司

旭
市
議
会
議
員

旭
中
央
病
院
神
経
精
神
科
医
師

（
非
常
勤
職
員
）

―
―「
医
療
経
営
士
３
級
」

資
格
認
定
試
験
の
合
格
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
受
験
、
資
格
取
得
の

目
的
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

大
塚　

私
は
、
２
０
１
０

年
よ
り
千
葉
県
旭
市
議
会

の
議
員
職
を
奉
じ
て
お

り
、
市
内
の
公
立
病
院
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
お

手
伝
い
を
す
る
立
場
に
あ

り
ま
す
。
財
源
が
逼
迫
し

て
い
る
現
下
の
地
域
行
政

に
お
い
て
は
、
従
来
通
り

の「
予
算
消
化
」型
の
公
立

病
院
運
営
で
は
市
民
は
納

得
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銚

子
市
立
総
合
病
院
の
よ
う

な
経
営
破
綻
事
例
を
こ
れ

以
上
、
県
内
で
起
こ
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。幸
い
、

私
が
行
政
職
と
併
行
し
て

非
常
勤
職
員
と
し
て
診
療

を
預
か
る
病
院
旭
中
央
病

院
の
経
営
は
比
較
的
安
定

し
て
い
ま
す
が
、
将
来
は

一
般
地
方
独
立
行
政
法
人

化
し
、
病
院
自
身
が
経
営

責
任
を
負
う
よ
う
に
な
る

の
は
避
け
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
世
の
中
の

流
れ
に
お
い
て「
経
営
」に

着
目
す
る
の
は
当
然
で

す
。
そ
ん
な
と
き
、
公
立

病
院
改
革
を
共
に
考
え
、

進
め
て
い
る
仲
間
の
１
人

か
ら「
医
療
経
営
士
」の
存

在
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論
が
体

系
的
・
階
層
的
に
ま
と
め

受
験
申
込
者
合
計
３
３

６
人
の
う
ち
３
３
０
人
が

受
験（
受
験
率
98
・
２
％
：

３
月
13
日
実
施
第
２
回

「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格

認
定
試
験
受
験
予
定
者
の

う
ち
振
替
46
人
を
含
む
）

し
、２
４
０
人
が
合
格（
合

格
率
72
・
７
％
）し
た
。

第
１
回
・
第
２
回
お
よ

び
今
回
の
累
計
受
験
者
数

は
１
２
４
１
人
、
累
計
合

格
者
数
は
９
１
１
人
と

な
っ
た
。

ら
れ
た
教
材
、
資
格
の
し

く
み
に
興
味
を
も
ち
、
受

験
し
ま
し
た
。

―
―
市
議
の
立
場
で
、
公

立
病
院
の
経
営
改
革
の
実

践
者
と
し
て
の
先
陣
を
切

ら
れ
た
の
で
す
ね
。

大
塚　

現
在
、
県
内
に
は

９
つ
の
２
次
医
療
圏
が
あ

り
、
23
の
公
立（
県
立
は

除
く
）病
院
が
あ
り
ま
す
。

旭
中
央
病
院
が
属
す
る
医

療
圏「
香
取
海
匝
」に
隣
接

す
る「
山
武
長
生
夷
隅
」の

「
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
」

は
、
こ
の
４
月
で
独
立
行

政
法
人
化
し
て
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
千
葉
県
で
唯
一
独

法
化
し
た
公
立
病
院
で
す

が
、
経
営
は
安
定
化
し
つ

つ
あ
り
、
現
在
で
は
看
護

師
の
確
保
に
成
功
し
、
産

科
診
療
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
将
来
、
旭
中
央
病
院

が
独
法
化
す
れ
ば
、
経
営

統
合
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
経
営
統
合
に
よ
り

人
・
も
の
・
か
ね
・
情
報

を
共
有
で
き
れ
ば
、
限
り

あ
る
経
営
資
源
を
効
率
的

に
投
下
で
き
る
の
で
す
。

―
―
医
療
者
の
立
場
と
し

て
伺
い
ま
す
。
病
院
事
務

系
職
員
の
経
営
実
践
力
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
塚　

残
念
な
が
ら
、
病

院
職
員
、
特
に
公
立
病
院

の
事
務
系
職
員
は
、「
経

営
の
視
点
」が
弱
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
れ
は「
能
力

が
な
い
」の
で
は
な
く
経

営
を
専
門
に
学
習
し
、
身

に
付
け
る
し
く
み
が
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。ま
た
、

事
務
長
職
は
、
本
庁
か
ら

の
出
向
ポ
ス
ト
で
あ
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、
２
年
程

で
異
動
す
る
た
め
、
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ

る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
自
治
体
外

部
か
ら
人
材
を
登
用
し
専

従
化
し
て
も
う
ま
く
い
く

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
く

ら
有
能
で
あ
っ
て
も
、
医

療
の
基
礎
知
識
や
現
場
の

組
織
風
土
を
理
解
し
な
い

ま
ま
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
至

上
主
義
を
通
す
の
で
あ
れ

ば
、
職
員
は
動
い
て
は
く

れ
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
前
者
に
お
い

て
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
後

者
に
お
い
て
医
療
政
策
・

第
３
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
、

３
３
０
人
が
受
験
、２
４
０
人
が
合
格

６
月
５
日
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、
金
沢
、
札
幌
な
ど
全
国
10
会
場
で
第
３
回﹁
医
療
経
営
士
３
級
﹂

資
格
認
定
試
験
も
実
施
さ
れ
、
３
３
０
人
が
受
験
し
、
２
４
０
人
が
合
格
し
た
。
第
１
回
・
第
２

回
試
験
合
格
者
と
合
わ
せ
て
、
全
国
の﹁
医
療
経
営
士
３
級
﹂は
９
１
１
人
と
な
っ
た
。

（1）年齢別構成 （2）男女別構成

（3）職業別構成 （4）都道府県別構成
（上位5都府県／受験者の届け出住所地）

50歳以上
～59歳以下

～29歳以下
59人（17.9％）

30歳以上
～39歳以下
120人（36.4％）

60歳以上 6人（1.8％）

46人（13.9％）

40歳以上
～49歳以下
99人（30.0％）

男性
267人（80.9％）

女性
63人（19.1％）

その他 47人（14.2％）

大学・短大生
12人（3.6％）

医療関連企業勤務者
119人（36.1％）

病医院勤務者
152人（46.1％）

東京都
108人（32.7％）

北海道 17人（5.2％）
福岡県
24人（7.3％）

神奈川県
27人（8.2％）

大阪府 28人（8.5％）

①第3回 ②第1回～第3回　累計

（１）受験申込者数 366人 （１）受験申込者数 1,347人

（２）受験者数 330人 （２）受験者数 1,241人

（３）合格者数 240人 （３）合格者数 911人

（４）合格率（％） 72.7％  （４）合格率（％） 73.4％

◆第3回「医療経営士3級」資格認定試験　結果概要

おおつか・ゆうじ●
1992年、金沢大学医学部卒業。
同年、総合病院旭中央病院研修
医。1994年、同院神経精神科。
1997年、東北大学大学院医学系
研究科入学。2001年、同研究科
卒業、博士（医学）取得。同年、総
合病院旭中央病院神経精神科に
復職。2009年、千葉県旭市議会
選に出馬し当選、現在に至る。同
院同科非常勤職員を兼務。

病
院
事
務
部
門
に
は

﹁
経
営
﹂専
門
スキル
が
必
須

資
格
取
得
後
の
継
続

研
修
シス
テム
に
大いに
期
待

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
す

る
た
め
の
専
門
課
程
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

す
か
ら
、
入
職
・
転
職
間

近
に
お
い
て
は
３
級
、
部

門
管
理
者
以
上
は
２
級
と

い
う
階
層
構
造
は
自
然
な

流
れ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

―
―
医
療
経
営
士
の
普
及

に
向
け
て
、
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
塚　

基
礎
資
格
や
職
業

背
景
を
異
に
す
る
者
同
士

が
１
つ
の
場
に
集
結
し
、

「
経
営
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

課
題
解
決
を
目
指
す
と
い

う
医
療
経
営
士
の
研
究
会

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
ま

す
。
資
格
取
得
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
取
得
後
の
継

続
研
修
こ
そ
が
実
践
力
を

高
め
る
た
め
に
は
重
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
安
定

的
に
研
修
活
動
を
継
続
で

き
る
よ
う
な
協
会
運
営
を

望
み
ま
す
。

◆受験者の構成
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医
療
崩
壊
が
叫
ば
れ
る

が
、
医
療
の
技
術
革
新
の

流
れ
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
が
ん
治
療

の
領
域
を
見
る
と
、
細
胞

療
法
、
ワ
ク
チ
ン
療
法
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
外
科
的

治
療
、
粒
子
線
治
療
、
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
薬
を
併

用
す
る
個
別
化
抗
が
ん
剤

療
法（
診
断
薬
で
当
該
薬

剤
の
有
効
性
を
確
認
し
有

効
な
患
者
に
の
み
治
療
を

行
う
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の

抗
が
ん
剤
療
法
）
な
ど
、

次
々
と
臨
床
の
現
場
に
新

「保険外併用療養制度」の
拡大と保険商品の登場

医療財政が厳しい中、医療の技術革新は活発である。医療の新陳代謝を滞りな
く保つためにも、保険外併用療養制度の活用が注目されている。連載第7回目
は、医療経営士テキストシリーズで『保険外診療／附帯業務』の執筆を担当し
た東京大学大学院客員研究員の浅野信久氏に、先進医療と健康保険の適用の
現状について解説してもらう。

リレー連載	 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報	 第7回

し
い
治
療
法
が
登
場
し
、

か
つ
て
は
夢
と
考
え
ら
れ

た
治
療
法
も
現
実
味
を
帯

び
て
き
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
や
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ（Pharm
aceuticals and 

M
edical Devices Agen-

cy

：
独
立
行
政
法
人
医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
）

は
、
で
き
る
限
り
迅
速
に

新
薬
や
最
新
の
医
療
機
器

が
患
者
の
治
療
に
供
さ
れ

る
よ
う
に
、
新
医
薬
品
や

新
医
療
機
器
の
輸
入
、
製

造
販
売
に
か
か
る
承
認
手

続
き
の
迅
速
化
に
努
め
て

い
る
。

行
政
当
局
は
ド
ラッグ
ラ
グ
や

デバ
イ
ス
ラ
グ
解
消
に
向
け
奮
闘
中

医療経営士テキスト
上級・12巻
「保険外診療／附帯業務」
― 自由診療と医療関連ビジネス ―

編著者：浅野信久
体裁：B5判・120頁
定価：3,150円
	 （本体3.000円＋税5％）

今月のテキスト

あさの・のぶひさ●1959年東京都生
まれ。1983年筑波大学大学院修士
課程医科学研究科（社会医学専攻）
修了。2001年波大学大学院・博士

（医学）取得（医療政策・経済研究専
攻）。京都大学、群馬大学、東京理科
大学で医療経営学分野の非常勤講
師等、厚生労働省独立行政法人評
価委員会臨時委員、都内有名総合
病院の医療事故調査委員会医員を
歴任。

薬
事
承
認
の
迅
速
化
に

伴
い
、
利
用
可
能
な
先
進

医
療
は
拡
大
が
予
想
さ
れ

る
。
課
題
は
、
先
進
医
療

の
費
用
に
対
す
る
健
康
保

険
給
付
の
可
否
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
承
認
さ
れ
た
新

医
薬
品
の
ほ
と
ん
ど
は
薬

価
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、“
承
認
イ
コ
ー

ル
健
康
保
険
適
用
”と
誤

解
し
が
ち
で
あ
る
。だ
が
、

「
薬
事
承
認
」と「
健
保
適

用（
薬
価
収
載
）」は
別
々

に
決
定
さ
れ
る
。
先
進
医

療
の
保
険
適
用
を
決
定
す

予
想
さ
れ
る
先
進
医
療への
保
険
外
併
用

療
養
制
度
の
適
用
拡
大

る
の
は
、
中
央
社
会
医
療

保
険
協
議
会（
中
医
協
）で

あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
医

療
費
財
源
に
は
限
り
が
あ

る
。「
先
進
医
療
だ
か
ら
」、

あ
る
い
は「
承
認
済
み
だ

か
ら
」と
い
う
理
由
で
新

し
い
医
療
を
た
だ
ち
に
保

険
適
用
の
対
象
に
で
き
る

経
済
的
状
況
に
は
な
い
。

日
本
に
先
駆
け
、
英
国

で
は
す
で
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（National Institute for 
Health and Clinical Ex-
cellence:

英
国
立
医
療
技

術
評
価
機
構
）と
い
う
機

関
が
医
療
技
術
の
費
用
対

効
果
を
評
価
し
、
一
部
の

高
額
な
が
ん
治
療
用
抗
体

医
薬
品
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ（Na-

tional Health Service:

国

家
医
療
サ
ー
ビ
ス
）で
の

利
用
を
認
め
な
い
決
定
を

し
、論
議
を
呼
ん
で
い
る
。

今
後
、
日
本
に
お
い
て

も
、
保
険
外
診
療
と
な
る

先
進
医
療
が
増
え
て
く
る

こ
と
が
予
想
し
う
る
。
し

か
し
、
す
べ
て
が
自
費
診

療
で
は
患
者
負
担
が
重
す

ぎ
る
う
え
、
先
進
医
療
普

及
の
妨
げ
に
も
な
る
。

そ
こ
で
導
入
さ
れ
た
施

策
が
、
現
在
も
先
進
医
療

の
一
部
に
適
用
さ
れ
て
い

る「
保
険
外
併
用
療
法
制

度
」で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
進
医
療
の

健
康
保
険
給
付
が
適
用
で

き
る
部
分
に
は
保
険
適
用

し
て
患
者
負
担
を
軽
減
す

る
と
い
う
、
保
険
外
診
療

と
保
険
診
療
の
併
用
を
認

め
る
特
例
的
制
度
で
あ

る
。
先
進
医
療
の
種
別
と

実
施
医
療
機
関
を
指
定
し

て
運
用
さ
れ
る
が
、
今
後

も
適
用
さ
れ
る
先
進
医
療

が
さ
ら
に
増
し
、
同
制
度

の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
か
、

民
間
保
険
会
社
の
販
売
す

る
保
険
商
品
の
な
か
に

も
、
先
進
医
療
に
か
か
る

費
用
負
担
に
対
し
て
現
金

給
付
を
行
う「
先
進
医
療

特
約
」付
き
の
保
険
商
品

が
充
実
化
の
傾
向
に
あ

る
。と

こ
ろ
で
、米
国
で
は
、

２
０
１
１
年
４
月
に
日
本

平成23年度 第１回　ＤＰＣセミナー	in	大阪のご案内

今月の
講師 浅野信久 氏 

東京大学大学院
客員研究員

＊
1
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

　（M
edicaid

）

米
国
連
邦
政
府
が
管
轄
す
る
医
療

保
険（
扶
助
制
度
）で
、
主
な
対
象

は
貧
困
者
な
ど
。
長
期
介
護
に
も

対
応
し
て
い
る
が
、
収
入
の
一
定

額
以
上
の
介
護
費
用
へ
の
充
当
義

務
な
ど
、経
済
的
な
制
約
が
強
い
。

＊
2
メ
デ
ィ
ケ
ア

　（m
edicare

）

米
国
連
邦
政
府
が
管
轄
す
る
医
療

保
険
で
、
対
象
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
身
体
障
害
者（
年
齢
不

問
）、
慢
性
腎
不
全
患
者（
年
齢
不

問
）。
受
給
要
件
は
、
メ
デ
ィ
ケ

ア
税
の
10
年
以
上
納
付
な
ど（
例

外
規
定
あ
り
）。

で
は
ま
だ
保
険
適
用
さ
れ

て
い
な
い「
が
ん
の
細
胞

療
法（
対
象
は
前
立
腺
が

ん
）」を
、
公
的
医
療
保
険

で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
*1

／
メ
デ
ィ
ケ
ア
*2

の
給
付

対
象
に
決
定
し
た
。
公
的

保
険
制
度
で
の
先
進
医
療

の
扱
い
に
一
石
を
投
じ

る
、
注
目
さ
れ
る
動
き
で

あ
る
。
先
進
医
療
に
対
す

る
国
内
外
の
保
険
適
用
の

動
向
に
は
、
今
後
も
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

理解しておきたいこれからの
社会保障の大きな潮流
〜病院の死活問題 医療制度改革と国の財源を考える〜

主　催 ：
特定非営利活動法人 日本DPC協議会 

（事務局：国際医療福祉大学 医療福祉・マネジメント学科内）

開催日 ： 平成23年8月27日（土） 10：00～16：00
会　場 ：大阪リバーサイドホテル４階ホール（http://www.osaka-riverside-hotel.co.jp/access.html）

最寄駅 ： JR桜ノ宮駅　徒歩2分

受講料 ：
一般社団法人日本医療経営実践協会 会員　7,000円（税込／資料代込み）
※通常、特定非営利活動法人 日本DPC協議会非会員 10,000円

お申込 ：
一般社団法人日本医療経営実践協会ホームページより申込書をダウンロードの上、特
定非営利活動法人 日本DPC協議会 セミナー事務局宛にファックスをお送りください。

問特定非営利活動法人 日本DPC協議会セミナー事務局（東邦薬品株式会社　医療情報室内）
TEL.03-5259-9707  FAX.03-5259-9535  http://www.j-dpc.com/

日本医療経営実践協会 会員優待

開　会 古城資久　医療法人伯鳳会 理事長、特定非営利活動法人 日本DPC協議会 理事長

第１部 これからの制度改革の展望

講演1「これからの社会の変化と急性期病院の展望」
高橋　泰　国際医療福祉大学 大学院教授、特定非営利活動法人 日本DPC協議会 副理事長

講演2「ポストアキュート病院の展望」
安藤高朗　全日本病院協会 副会長

鼎 談 コーディネータ：古城資久　安藤高朗　髙橋　泰

第２部 シンポジウム「今後の日本の財政と医療機関の経営」

1 「今後の日本経済、財政はどうなるのか」
髙橋洋一　嘉悦大学教授、元内閣参事官〈総理大臣補佐官補〉、元総務大臣補佐官

2 「非課税のまま消費税が増税されたら医療機関はどうなるか」
吉田耕造　社団法人兵庫県民間病院協会 会長

3 「診療報酬改定の展望」
中林　梓　株式会社ASK梓診療報酬研究所 代表

主
な
内
容
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研
究
会
会
員
同
士
の
討
論

に
よ
り
医
療
界
の
今
、
課

題
、
改
善
策
を
共
有

６
月
15
日
、
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
関
東
支
部

研
究
会「
医
療
経
営
道
場
」

の
第
２
回
が
開
催
さ
れ

た
。会

員
に
よ
る
自
主
運
営

組
織
で
あ
る
当
研
究
会

は
、
医
療
従
事
者
、
医
療

関
連
企
業
勤
務
者
等
が
自

身
の
所
属
す
る
業
界
・
組

織
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
れ
を

も
と
に
会
員
同
士
が
意
見

交
換
し
、
改
善
策
の
集
約

を
主
な
活
動
内
容
と
し
て

い
る
。

今
回
は
、
訪
問
介
護
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
専
賃

な
ど
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
事

業
を
展
開
す
る
民
間
病
院

の
法
人
営
業
部
職
員
と
、

検
査
代
行
企
業
の
営
業
部

員
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ

医療経営士のための

News
Topics

&
●	

日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
関
東
支
部
研
究

会「
医
療
経
営
道
場
」

（
東
京
都
）第
2
回

た
。前

者
に
お
い
て
は
、
改

正
法
施
行
が
目
前
に
迫
る

高
専
賃
に
つ
い
て
の
新
経

営
戦
略
論
を
展
開
。
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
幅
が
拡

大
す
る「
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
」の
設

立
・
運
営
ま
で
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
発
表
し
た
。
発

言
を
受
け
、
遠
藤
正
樹
関

東
支
部
長（
医
療
法
人
康

明
会
法
人
本
部
長
）
は
、

１
０
０
床
以
下
の
民
間
一

般
病
院
の
あ
り
方
と
し

て
、「
高
度
医
療
を
終
え

た
患
者
の
地
域
の
受
け
入

れ
先
」と
な
る
こ
と
が
必

須
で
あ
る
と
し
、「
開
発
」

の
発
想
を
も
っ
て
新
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
を
説
い
た
。

後
者
は
、
検
査
代
行
事

業
の
構
造
解
説
に
始
ま

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維

持
・
向
上
と
低
価
格
化
の

両
立
を
展
望
し
た
。

医
療
経
営
士
２
級
試
験
に

向
け
、
社
内
試
験
対
策
研

修
会
を
実
施

東
日
本
税
理
士
法
人
は

６
月
１
日
、
医
療
経
営
士

２
級
試
験
に
向
け
、
社
内

試
験
対
策
研
修
会
を
実
施

し
た
。
講
師
は
副
所
長
の

長
英
一
郎
氏
が
務
め
た
。

こ
の
日
は
、
長
副
所
長
が

実
際
の
病
院
の
事
例
を
も

と
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
中
心
に
解

説
。
診
断
群
分
類
や
機
能

評
価
係
数
な
ど
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ

か
け
な
が
ら
の
受
講
者
参

加
型
の
研
修
と
な
っ
た
。

ま
た
、
す
で
に
３
級
試

験
に
合
格
し
、
こ
の
日
の

研
修
会
を
受
講
し
た
高
嶋

淳
司
氏
は
、
３
級
試
験
を

振
り
返
っ
て「
医
療
に
関

す
る
知
識
の
土
台
づ
く
り

に
な
っ
た
。
基
礎
を
知
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
興
味
に

つ
な
が
る
」と
話
し
、
研

鑽
を
積
ん
で
医
療
機
関
に

様
々
な
提
案
を
し
て
い
き

た
い
と
展
望
し
た
。

医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
、
経
営
人
材
が
大

阪
に
集
結

６
月
17
日
、
日
本
医
療

●	

東
日
本
税
理
士
法
人

（
東
京
都
）

経
営
実
践
協
会
関
西
支
部

の
設
立
記
念
式
典
と
３
級

試
験
合
格
者
の
集
い
が
新

阪
急
ホ
テ
ル（
大
阪
市
）で

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
関
西
支
部
理
事

の
ほ
か
、
協
会
本
部
か
ら

佐
藤
眞
杉
理
事（
特
定
医

療
法
人
美
杉
会
理
事
長
）、

林
諄
理
事（
ヘ
ル
ス
ケ
ア

総
合
政
策
研
究
所
代
表
取

締
役
）が
駆
け
つ
け
、
３

級
試
験
合
格
者
ら
30
人
が

協
会
関
西
支
部
の
立
ち
上

げ
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
関

西
支
部
長
の
清
水
鴻
一
郎

氏（
医
療
法
人
清
水
会
理

事
長
）は
、「
幅
広
い
分
野

を
体
系
的
に
学
び
、
資
格

を
取
得
す
る
医
療
経
営
士

の
取
り
組
み
は
非
常
に
意

義
が
あ
る
。
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
す
医
療
経
営
の

な
か
、
医
療
経
営

士
の
発
展
・
普
及

で
、
病
院
経
営
の

底
上
げ
を
図
り
、

日
本
を
元
気
に
し

て
い
き
た
い
」と

抱
負
を
語
っ
た
。

来
客
挨
拶
で

佐
藤
氏
は
、
医
療

経
営
士
が
中
心
と

な
り
医
療
界
を
改

善
し
て
い
く
必
要

性
を
語
り
、「
３

級
の
次
は
２
級
、

１
級
と
昇
華
し
て

い
っ
て
欲
し
い
」と
合
格

者
に
エ
ー
ル
を
贈
り
、
佐

藤
氏
の
音
頭
で
全
員
が
乾

杯
を
唱
和
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
で
は
合

格
者
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ

れ
、「
公
立
病
院
に
こ
そ

経
営
が
必
要
。
医
療
経
営

士
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
医
療
経
営
士

の
交
流
の
場
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
」な
ど
喜
び

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
ス
ピ
ー
チ
を
受

け
、
関
西
支
部
理
事
の
加

納
繁
照
氏（
社
会
医
療
法

人
協
和
会
理
事
長
）
は
、

「
民
間
病
院
は
病
院
数
の

８
割
、
病
床
数
の
７
割
、

救
急
搬
送
の
６
割
を
占
め

て
い
る
」と
、
民
間
病
院

８
７
６
の
法
則
を
披
露

し
、
経
営
の
難
し
さ
に
晒

さ
れ
る
民
間
病
院
が
日
本

の
医
療
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
。「
皆
さ
ん
が
医
療
経

営
士
を
通
じ
て
、
学
び
磨

く
こ
と
で
、
寄
与
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
激
励
し

た
。

経
営
課
題
を
提
示
し
合

い
、
参
加
者
全
員
で
解
決

を
目
指
す

「
実
践
型
医
療
経
営
を
創

造
す
る
会
」が
６
月
９
日
、

福
岡
市
で
第
２
回
の
勉
強

会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
東
日
本
大
震

災
の
翌
日
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

一
員
と
し
て
宮
城
県
入
り

し
た
メ
ン
バ
ー
が
現
地
で

の
活
動
を
報
告
し
た
。

「
津
波
災
害
の
特
徴
で
治

療
対
象
と
な
る
重
症
患
者

が
少
な
か
っ
た
。
飛
行
機

で
現
地
入
り
し
た
た
め
、

他
の
被
災
地
に
行
く
に
も

自
前
の
移
動
手
段
を
持
た

ず
装
備
も
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
十
分
な
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
」と
悔

し
さ
を
見
せ
、「
被
災
地

の
電
子
カ
ル
テ
導
入
病
院

は
診
療
が
麻
痺
し
て
お

り
、
紙
カ
ル
テ
を
す
べ
て

な
く
す
の
は
危
険
だ
と

思
っ
た
。
通
信
手
段
の
確

保
も
重
要
で
、
ス
タ
ッ
フ

へ
の
連
絡
は
携
帯
電
話
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
機
能

が
有
効
だ
ろ
う
」と
病
院

が
準
備
し
て
お
く
べ
き
こ

と
を
指
摘
。

そ
の
後
の
自
由
討
議
で

は
、
自
院
で
抱
え
る
課
題

や
悩
み
に
つ
い
て
意
見
交

換
。「
技
術
至
上
主
義
で

経
営
意
識
が
な
い
部
門
へ

の
対
応
法
は
？
」「
降
格
人

事
は
あ
り
？
」「
看
護
師
紹

介
会
社
は
信
用
で
き

る
？
」
な
ど
、
現
場
な
ら

で
は
の
課
題
が
提
示
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
も
、
次
回
以
降
、
解

決
法
を
探
っ
て
い
く
予
定

だ
。

第
２
回
理
事
会
を
開
催

研
究
会
の
方
向
性
が
固
ま

る
日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
北
陸
支
部
は
６
月
21
日

に
金
沢
市
内
で
、
第
２
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。
当

日
は
同
支
部
長
の
神
野
正

博
氏（
社
会
医
療
法
人
財

団
董
仙
会
理
事
長
）、
同

支
部
副
支
部
長
の
仲
井
培

雄
氏（
医
療
法
人
社
団
和

楽
仁
理
事
長
）を
は
じ
め
、

役
員
７
名
が
出
席
し
た
。

ま
ず
、
事
務
局
よ
り
、

６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回「
医
療
経
営
士
３

級
」資
格
認
定
試
験
、
第

１
回「
医
療
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験
の
実
施
報

告
が
行
わ
れ
た
。

一
方
、
北
陸
支
部
で
の

研
究
会
は
、
中
級
テ
キ
ス

ト
の
著
者
な
ど
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
招
い

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
の
開
催
か
ら
は
じ
め
る

予
定
。
そ
の
な
か
で
抽
出

さ
れ
た
問
題
点
や
課
題
な

ど
を
、
各
分
科
会
に
落
と

し
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
と
い
う
提

案
が
出
さ
れ
た
。

同
支
部
で
は
こ
れ
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
、
８
月
よ

り
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
。

●	

実
践
型
医
療
経
営
を

創
造
す
る
会

　
（
福
岡
市
）　

第
２
回

●	

日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
関
西
支
部（
大
阪
）

●	

日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
北
陸
支
部

　
（
石
川
県
）

神野正博支部長（奥、右から２人目）を中
心に議論が進められた。

参加者によるブレーンストーミング
の様子
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